
令和 2 年度 下 半期 指定管理者管理運営状況シート

●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

●業務の履行確認

施設修繕

下記の観点からの修繕実施状況
①迅速・適切な修繕の実施
②指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

①及び②法人本部と相談、実施した。

危機管理・
法令遵守

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

①、②、③マニュアル等に沿って、適切に実施した。
②西部体育と合同で、消防訓練を下半期1回実施し
た。
　また、児童センター単独で必要に応じ、各種対応訓
練や研修を実施した。

自主事業・
提案事業 － －

施設管理

①施設設備の保守点検の実施
②施設の衛生管理に対する配慮、快適に利用できる状態の保持
③省エネルギー並びに環境への負荷の軽減に努めること
④施設・設備・備品等の維持管理

①、②、③適切に実施した。
②新型コロナウイルス感染症対策の徹底及び、施設
内外に害虫等が発生した際の速やかな駆除。
③各部屋を頻繁に見回り、利用者不在時の消灯、ま
た、事務室の消灯等、節電・節約に努めた。
④頻繁に施設内を巡回し、不備箇所等の早期発見、
早期修理に努めた。
　また、備品等は、可能な限り修理し、継続利用に努
めた。

.　　　　　※実施回数（施設未設置地区実施回数）

区　分 確　認　事　項

利用者
サービス

①開館日・開館時間の遵守
②適切な人員配置
③広報の方策
④苦情への対応
⑤仕様書、事業計画書に基づく事業の実施

①計画通り実施した。(時間等を間違え来館された利
用者には、親切丁寧に説明した。）
②事前調査票のとおり実施した。
③ホームページの活用、児童センターのおたより「あ
そびっこ(児童用）・すくすく(幼児用）を毎月地域の小
学校、保育所に配付。また、地域の保険センター、公
民館等に掲示依頼する。
　「岐阜地区家庭教育学級応援通信、みんなで子育
て」に、「パパさんクラブ」の活動が掲載された。
④苦情、クレーム等については、職員間で情報共有
し、対応策を検討、誠意をもって対応した。
⑤新型コロナウイルス感染症対策の徹底を図り、幼
児クラブ等の行事を縮小(人数・時間）し、計画に基づ
き実施した。

※13( 9)
開館日数（単位：日） 150 101 126 155 151

各室稼働
状況

移動児童館実施回数（単位：回） 1 0 12 ※12(5)

12,918

移動児童館利用者数 28 0 670 978 713
利用者数
（単位：人）

来館者数 5,321 4,115 10,190 13,854

施設概要
◇構造：鉄筋コンクリート造3階建のうち1階の一部　◇敷地面積：3,604.32㎡　◇延床面積：468.22㎡
◇施設内容：遊戯室、幼児室、図書学習室、集会室、おもちゃ図書館、静養室兼相談室、事務室、駐車
場（西部体育館駐車場と共有）　※岐阜市西部体育館との合築

R02下半期 R02上半期 R01下半期 R01上半期 H30下半期

料金制 使用料

指定管理委託料（年額） 15,878,092円

施設の設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操を豊かにすることを目的とする。

指定管理者名 社会福祉法人　岐阜市社会福祉事業団

指定期間 平成29年4月1日～令和4年3月31日まで

選定方法 公募

施設名 西児童センター 所管課 子ども未来部子ども支援課

所在地 岐阜市鏡島南2丁目8番40号



●利用者評価

利用者アンケートの
実施状況

【保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート】
令和2年12月15日～令和3年1月15日　保護者（一般来館・クラブ参加）にアンケート（無記名）を実施。
回答者数54人
【小・中・高校生用アンケート】
令和2年12月15日～令和3年2月12日　来館した児童・生徒にアンケート（無記名）を実施。
回答者数53人　 小学：1年4人、2年5人、3年7人、4年20人、5年9人、6年6人
　　　　　　　　　　  中学：1年2人、2年0人、3年0人
　　　　　　　　　　  高校：1年0人、2年0人、3年0人

利用者アンケートの
実施結果

〈保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート〉
【校区】　市橋（21人）　鏡島（15人）　本荘（8人）　島（5人）　鶉（2人）　三里（2人）　城西（1人）
【年齢】　10代（0％）　20代（14％）　30代（74％）　40代（3％）　50代以上（9％）
【利用頻度】　初めて（3％）　ほぼ毎日（0％）　週2～3回（9％）　週1回（31％）
　　　　　　　　 2週間に1回（20％）　月1回（25％）　その他（12％）
【来館相手】　子（88％）　孫（7％）　友人（5％）　その他（0％）
【子・孫の年齢】　0才（14％）　1才（48％）　2才（16％）　3才以上（22％）
【来館方法】　徒歩（12％）　自転車（8％）　自家用車（80％）　公共交通機関（0％）　その他（0％）
【何で知った】　ホームページ（57％）　広報紙・チラシ（6％）　学校（0％）　保育所・幼稚園（1％）
　　　　　　　　　知人・友人（20％）　ぎふし子育て応援アプリ（4％）
　　　　　　　　　ブログ・SNS等のソーシャルメディア（3％）　その他（9％）
【評価】
（あいさつ）・・・・・・満足（88％）、ほぼ満足（9％）、 普通（3％）、やや不満（0％）、不満（0％）
（言葉づかい）・・・・満足（88％）、ほぼ満足（9％）、 普通（3％）、やや不満（0％）、不満（0％）
（利用者対応）・・・満足（84％）、ほぼ満足（11％）、 普通（5％）、やや不満（0％）、不満（0％）
（利用しやすさ）・・満足（79％）、ほぼ満足（12％）、普通（9％）、やや不満（0％）、不満（0％）
（整理整頓）・・・・・満足（79％）、ほぼ満足（14％）、普通（7％）、やや不満（0％）、不満（0％）
（清潔感）・・・・・・・満足（79％）、ほぼ満足（12％）、普通（9％）、やや不満（0％）、不満（0％）
（換気）・・・・・・・・・満足（82％）、ほぼ満足（11％）、普通（7％）、やや不満（0％）、不満（0％）

(小・中・高校生用アンケート〉
【学校名】　鏡島小（83％）　市橋小（9％）　本荘小（5％）　精華中（3％）　市外（3％）
【学年】　小学：1年（7％）、2年（9％）、3年（13％）、4年（41％）、5年（16％）、6年（11％）、
　　　　 　中学：1年（3％）、2年（0％）、3年（0％）、高校：1年（0％）、2年（0％）、3年（0％）
【利用頻度】　初めて（5％）、毎日（0％）、週4・5回（1％）、週2・3回（22％）、週1回（11％）、
                   その他（61％）
【来館相手】　ひとり（12％）、友人（53％）、兄弟姉妹（25％）、父母（10％）、祖父母（0％）、
　　　　　　　　 親戚（0％）、その他（0％）
【来館方法】　徒歩（26％）、自転車（63％）、自家用車（11％）、バス・電車（0％）、その他（0％）
【好きな遊び】　プラズマカー（17％）、卓球（15％）、フラフープ（14％）、塗り絵（14％）、縄跳び（8％）、
　　　　　　　　　一輪車（6％）、 その他（26％）

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

【利用者アンケート】・要望⇒回答
＜保護者＞
・駐車場がもう少し近いと嬉しいです。
⇒小さいお子さんを連れてだと大変だとは思いますが安全に気を付けてお越しください。お手伝いでき
ることがあれば、お声がけください。
・時々玩具が入れ替わるといいなと思います。
⇒新型コロナ感染症対策のため、おもちゃをだいぶ減らしていますが、少しずつ増やしてきています。楽
しみにしていてください。
・来館の多い日でした、就園児が少なかったので、少しいづらかったです。大好きな車に乗れず、がっか
りでした。
⇒アンケート受領後に混雑が解消したため、声をかけてプラズマカーに乗っていただきました。このよう
に状況を見て職員も対応していきますので、声をかけてください。できる限りの対応をさせていただきま
す。
・コロナ対策で仕方ないですが、30分は短いなあという印象です。
⇒そうですね、通常に活動できるようになるまでご協力お願いします。
・ママたちの体操・ヨガみたいなものがあったらうれしい。
⇒年間予定にはママさんにも楽しんでいただける内容を用意していましたので私たちも残念に思ってい
ます。通常に活動できるようになりましたらまた取り入れていきますのでその時はよろしくお願いします。

＜児童＞
・塗り絵は塗り絵コーナに貼らないといけないの？
⇒塗り絵は貼らなくてもいいです。上手に塗れてみんなに見せたい子は貼って下さい。後日剝がして持
ち帰ってもいいです。
・幼児室のシーソーが欲しい。
⇒シーソーの様な大型の遊具は場所の確保が難しいので、体育館で体を動かす遊びを何か検討した
いと思います。



●指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価

委員会
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貢献性

事業計画書の
内容が、岐阜市
あるいは施設が
ある特定の地域
（以下「地元」と
いう。）の振興、
活性化などに貢
献できるもので
あること

⑭地元の法人その他の団体の育成
（一部業務の再委託先）、地元住民の
活用（雇用又はボランティア等）

・地元の諸団体との連携、交流
・地元の法人その他団体の育成又は地元住民・高齢者・
障がい者等の活用

⑮地元での社会活動等への参加
・地元の振興、活性化などに貢献できる社会活動等への
参加（地元行事への参加）又は地元の団体・住民との協
働事業等の実施

区分評価

⑬リスクへの対応方策（防止策、非常
時の対応マニュアルなど）

・危機管理（リスク）や非常時対応のマニュアルの整備
・リスク防止策の実践

区分評価

効率性

事業計画書の
内容が、管理経
費の縮減が図ら
れるものである
こと

⑧指定管理経費の妥当性 ・収支計画の妥当性及び適正な予算執行

⑨管理経費縮減の具体的方策
・管理経費縮減に繋がる方策の実施（リサイクルやリ
ユース、節水・節電など）

区分評価

安定性
安全性

事業計画書に
沿った管理を
安定して行う
物的能力、人
的能力を有し
ていること

⑩組織及びスタッフ（採用予定者も含
む）の経歴、保有する資格、ノウハウ、
専門知識等

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

⑪スタッフ（採用予定者も含む）の管
理、監督体制

・事務分掌等に基づく管理・監督体制並びに事務分担の
実施

⑫スタッフ（採用予定者も含む）の人材
育成の方策

・職員の資質向上を図る研修の実施又は研修会への参
加

効果性

事業計画書の
内容が、対象
施設の効用
（設置目的）を
最大限発揮す
るものである
こと

③既存業務の改善、工夫又は新規事
業等の実施

・業務改善や工夫又は新規事業（行事）等の実施

④利用者ニーズ、苦情などの把握方
法、対応方策及びサービスの質を確
保するための体制

・利用者アンケートの実施
・利用者ニーズ・苦情・クレームへの着実な対応・運営へ
の反映

⑤利用者に対するサービス向上の方
策（窓口応対、プロモーション、設備の
整備など）

・利用者へのサービス向上に繋がる方策の実施

⑥利用促進、利用者増の方策 ・利用促進や利用者増に繋がる方策の実施

⑦施設の効用（設置目的）を最大限発
揮できるスタッフの配置

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

区分評価

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準
評　　価

公平性
透明性

住民の平等利
用が確保され
ること

①平等利用を確保するための体制、
モニタリングなど

・利用者アンケートの実施
・運営委員会の開催

②情報公開、広報の方策
・利用者アンケート結果の公表（館内掲示など）
・広範で適切な情報提供・広報活動の実施

区分評価



●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)

●所管課の意見
○新型コロナウイルス感染症対策を策定したマニュアルにそって適正に消毒・換気等を行っており、適切な新型コロナウイルス
感染症対策を実施していると考える。
○新型コロナ対策として、入館時、番号カードを渡し密回避の協力依頼するなど、利用者に公平に満足していただくような取り組
みも見られた。
○広報誌を毎月作成し、小学校や公民館、保育所等へ配布し、PRに努めている。
○鏡島小学校、市立岐阜商業高校の運営協議会に参加し、児童センターのPR等を行い、情報共有を行った。
○事故等の発生も無く、安全安心な施設運営に努めたことは評価したい。
○職員体制や経営状況については、問題なく運営が行われている。

今期の取組み
に対する評価

＊新型コロナウイルス感染症対策
・来館時の検温・手指消毒を徹底し、密集・密接防止のため、幼児・児童等に番号札を渡し、入館カード
の記載事項を確認、入室管理を徹底した。（各部屋の定員を設定）
　また、3密防止・換気のため、随時各部屋を巡回し、密集・密接状況、換気の状況を確認した。
　施設内の消毒については、定時に実施し、おもちゃについては、部屋ごとに使用したおもちゃの回収
ボックスを設け、使用状況を見ながら消毒に努めた。
＊幼児クラブ・行事等の開催
・新型コロナウイルス対策の徹底を図り、従来より人数を減らし、時間を短縮し、幼児クラブ、小学生の
工作等を実施した。
＊安全対策の実施
・児童センター内外の施設、設備等を定期的に見回り、危険個所の早期発見、早期修理に努めた。ま
た、各種マニュアルに基づく訓練や研修を時期を捉えて実施した。
＊来館者への対応について
・来館時・退館時に「笑顔であいさつ」やおもちゃの消毒時等に、利用者への声掛けに努めた。
＊ボランティアについて
・NPO法人ICDS（岐阜サポ）から障害者の方も含め、おもちゃの清掃等ボランティアとして、毎月1回程度
受け入れた。
　また、地域の方にも、以前に比べ回数は少ないが、工作等でお手伝いして頂いた。
＊実習等の受入について
・中部学院短期大学実習生1名及びNPO法人ICDS（岐阜サポ）よりジョブトレーニングで1名受け入れ
た。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

＊安全対策
・児童センター内外の施設、設備等を定期的に見回り、危険個所の早期発見、早期修理に努めた。
　また、児童等を中心に、退館時に、「道路へ飛び出さない」よう、また、気を付けて帰宅するよう声掛け
をしている。
＊学校等地域との連携
・小学校運営協議会等を通じ、学校及び児童センター等での児童の様子について、情報共有を図った。
・NPO法人（岐阜サポ）から、毎月1回程度、ボランティアとして、おもちゃの清掃等で受入をした。また、
地域の方にもお手伝いして頂いた。
＊利用者が、自分のことに夢中になり、自分の子供を見ていない。また、その子が、おもちゃを幾つも使
い放置、他の子にも迷惑をかけている事案が見られたので、母親に注意した。
　施設内巡回時等で、他人に迷惑になる状況等に気づいた時には、必ず声掛けするようにした。
＊新型コロナウイルス感染防止対策マニュアルに基づき、マスクの着用、検温、手洗い、消毒等を徹底
し、安全・安心に心が、楽しく遊んでいただけるよう努めた。
　また、遊び道具が減った児童に対し、要望を踏まえ、毎月２回の工作を実施し、また10月から、感染防
止に留意しながら、卓球・バトミントンを再開した。

今後の取組み

＊引き続き、利用者に安全で安心して利用していただける施設となるよう、新型コロナウイルス感染防
止対策マニュアルに基づき、検温、手洗い、消毒等を徹底し、感染防止を図ると共に、センター内外の
遊具、玩具等の不備箇所の早期発見、早期修理に向け、施設内の巡回を頻繁に実施していく。
　また、衛生面での清掃等を確実に実施し、来館者にいつでも気持ちよく利用していただける施設にし
ていく。
＊利用者（母親等）への呼びかけや、口コミによる資格・特技の持ち主を発掘し、新たな講座を開設す
る。また、利用者アンケート結果等を参考に、業務改善や新たな行事等を実施していくと共に、引き続
き、新型コロナウイルス感染症対策の徹底を図り、幼児クラブ、児童の工作等を実施していく。
＊児童センターを利用する児童等のつぶやきに耳を傾け、職員間で情報共有し、可能な限り行事等に
反映していく。
＊利用者に気持ち良く利用して頂くため、入退館時に笑顔であいさつや、積極的な声がけ等を徹底し、
楽しく遊んでいただき、また来たいと思え環境づくりに努める。
＊いじめや虐待が疑われる等問題となる児童等について、小中学校や主任児童委員、エール岐阜等と
情報共有し、連携を密にして対応していく。
＊引き続き、ボランティア・実習生等の受入を積極的に実施していく。



●指定管理者評価委員会の意見
利用者のつぶやきに耳を傾け職員間で情報共有されているというところを評価したい。
今後も地域の方と連携を密にしていただきたい。
新型コロナ対策をしっかりした上で、利用者の向上と職員の健康について配慮いただきたい。
管理運営については適切に運営されている。


